
 

 

 

 

 

 

 

  Aluminumデータで 

  ＭＴＥＸ５１１とＭＴＥＸ５２β２を比較する 

 

 

 

 

 

 

  Aluminumの解析結果を比較すると若干異なる結果になりました。 

  Ｒｐ％プロファイルで比較するとＭＴＥＸ５２２が良好であった。 

  同一データ入力でも解析結果が異なる。 

  MTEX522ではＲｐ％プロファイルが±１．５％に収まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０６月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸサイト（ ）を参照すると 

  

 ｍｔｅｘ-５．１．１とｍｔｅｘ－５．２β２が表示される。 

 ＸＲＤでＯＤＦ解析、再計算極点図、逆極点を使う場合の比較を行ってみます。 

 以降、ＭＴＥＸ５１１、ＭＴＥＸ５２２と表現します。 

 評価するデータは Aluminumとする。 

 

 今回は、Import_wizardではなく から起動 

  

  

  

 

  

  ここで Import_wizardが起動される。 

  



ＭＴＥＸ５１１とＭＴＥＸ５２２比較 

ＯＤＦ解析結果 

 ＭＴＥＸ５１１ 

 

 ＭＴＥＸ５２２ 

 

 結晶方位密度の最大値が異なって表示されている。 

 

 

 

 

 



再計算極点図比較 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 

逆極点図 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 

 全体的にMTEX522は密度が低下している 



データをＥｘｐｏｒｔしＣＴＲで比較 

ＭＴＥＸ５１１ 

 

ＭＴＥＸ５２２ 

 

 



入力極点図と再計算極点図から計算されるＲｐ％を比較 

MTEX511  

MTEX522  

 この AluminumデータではMTEX522のＲｐ％プロファイルがMTEX511に比べ改善されている。 

 解析データはMTEX522が勝っていると考えられます。 

  

 

 



逆極点図の表示（等角度（MTEX）、等面積（通常）） 

MTEX511  

MTEX522  

36BOX比較  

 


